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現職の社会人 16名（男性 12名，女性 4名）を対象に
半構造化面接を実施した。年齢は 21 ─ 53 歳（平均
37.25歳，SD	=	7.92）で，非管理職が 13名，管理職が




























































































回答者のうち，20 代が 63 名，30 代が 233 名，40
代が 108名，50代が 25名，60代が 1名，不明が 6名
であった。業種は，建設業が 1 名，製造業が 146 名，
電気・ガス・水道業が 1名，情報通信業が 1名，運輸
業が 1名，卸売・小売業が 59名，金融・保険業が 15名，





生産が 6 名，その他が 19 名，不明が 8 名であった。
現勤務先の勤続年数は，1年未満が 21名，1年以上 5
年未満が 73 名，5 年以上 10 年未満が 96 名，10 年以
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Table	1
職場ユーモア内容に関する因子パターン行列（主因子法，プロマックス回転）
項目内容 M （SD） F1 F2 F3 F4 F5
F1：規範抵触的ユーモア（α	=	.91）
　後輩や部下の失敗をネタにしたユーモア 0.95 （0.98） .88 – .03 .06 – .18 – .01
　同僚の失敗をネタにしたユーモア 1.45 （1.05） .72 .03 – .15 .21 – .04
　職場でよく問題を起こす人をネタにしたユーモア 1.37 （1.10） .67 .01 – .03 .05 .01
　仕事に対する不真面目さを助長するようなユーモア 0.80 （0.92） .62 .01 .19 – .09 .00
　下ネタ系のジョークによるユーモア 1.24 （1.11） .58 – .19 .12 .09 .03
　上司の失敗をネタにしたユーモア 1.47 （1.11） .56 – .08 – .02 .12 .13
　男女関係を匂わすようなセクシャルな冗談やユーモア 0.63 （0.90） .55 – .12 .28 – .11 .06
　後輩や部下の仕事ぶりをネタにしたユーモア 1.67 （1.12） .52 – .02 .02 .22 .06
　仕事で起こった不幸な出来事をネタにしたユーモア 1.61 （1.11） .51 .18 – .27 .02 .16
　人間関係のこじれなど職場の困った状況をネタにしたユーモア 1.01 （0.96） .48 .16 .07 – .13 .11
　同僚の仕事ぶりをネタにしたユーモア 1.57 （1.07） .45 .22 – .02 .15 .05
　職場の人の，聞き間違いをネタにしたユーモア 1.33 （0.98） .44 .22 .13 .18 – .20
F2：体験共有的ユーモア（α	=	.83）
　通勤や帰宅時に起こった出来事をネタにしたユーモア 1.74 （1.01） – .21 .71 .08 .14 – .01
　自身の未熟さをネタにしたユーモア 1.54 （1.01） .07 .66 .07 – .09 – .01
　自身の失敗をネタにしたユーモア 1.48 （1.05） .16 .63 .07 – .08 .02
　ものごとをわざと大げさに表現するようなユーモア 1.75 （1.00） .10 .58 .06 .08 – .06
　自身の家族のエピソードをネタにしたユーモア 1.21 （1.01） – .09 .57 .15 – .06 .13
　わかりやすいジョークやギャグによるユーモア 1.96 （1.07） – .03 .43 .14 .22 .02
F3：職場遊戯的ユーモア（α	=	.80）
　職場にある機械や備品をネタにしたユーモア 0.64 （0.88） – .11 .25 .58 .00 – .04
　仕事中に，父親や母親などの役割を演じてみせるユーモア 0.45 （0.72） – .14 .04 .58 .03 .21
　体を使ったギャグによるユーモア 0.73 （0.95） .19 .13 .56 – .01 – .09
　職場内に置かれている物品やモノをネタにしたユーモア 0.83 （0.96） – .05 .31 .56 – .03 .02
　体を張った一発芸によるユーモア 0.66 （0.90） .22 .01 .54 .00 – .05
　職場の人と夫婦や恋人の関係のように振舞うユーモア 0.75 （0.97） .29 – .16 .43 .10 .02
F4：人物想起的ユーモア（α	=	.85）
　同じ組織内の人物のモノマネをするユーモア 1.94 （1.15） – .08 – .08 .11 .85 .02
　	職場の中の，パターン化した言動やクセをもつ人をネタに	
したユーモア
2.14 （1.08） .08 .04 – .15 .76 .05
　職場の中の，予想通りの反応をする人をネタしたユーモア 2.05 （1.04） .23 .16 – .16 .55 – .02
　職場の人の，声のトーンや声色をネタにしたユーモア 1.45 （1.12） – .11 .03 .21 .55 .09
　	職場の人の，会話の間の取り方やテンポのズレをネタにした
ユーモア
1.51 （1.05） .27 – .02 .15 .48 – .05
F5：外部揶揄的ユーモア（α	=	.85）
　取引先や顧客先で起こった出来事をネタにしたユーモア 1.40 （1.03） .06 .22 – .06 – .09 .68
　取引先や顧客先の組織の特徴や雰囲気をネタにしたユーモア 1.82 （1.02） .11 .00 – .12 .14 .65
　取引先や顧客先の欠点をネタにしたユーモア 0.78 （0.90） .29 – .11 .16 – .15 .62
　取引先や顧客先の人物のモノマネをするユーモア 1.14 （1.03） – .12 – .12 .27 .22 .60
　取引先や顧客先との対応などの苦労話をネタにしたユーモア 1.63 （1.09） .09 .34 – .13 – .11 .55
　顧客にあだ名をつけてネタにするユーモア 0.96 （1.02） – .05 – .06 .14 .13 .53
注	）　各因子間の相関係数は，F1–F2で .59，F1–F3で .44，F1–F4で .61，F1–F5で .62，F2–F3で .38，	F2–F4で .45，F2–F5で .51，F3
–F4で .42，F3–F5で .44，F4–F5で .44であった。
丸山・藤：職場におけるユーモアの効果 
結果，全ての項目で第 1 主成分の負荷量が .62 以上を

















項目内容 M （SD） F1 F2 F3
F1：愉快反応（α	=	.87）
　愉快さを感じる 3.66 （0.94） .92 .15 .00
　ほっとした和みを感じる 3.50 （0.99） .82 – .06 .14
　親しみを感じる 3.64 （0.98） .80 – .02 .05
　面白さを感じる 3.84 （0.90） .71 .07 – .10
F2：倦怠反応（α	=	.85）
　どう反応すればいいか困る 2.61 （1.10） .09 .84 – .05
　付き合うのに疲れる 2.23 （1.01） – .08 .75 – .03
　うざったいと感じる 2.20 （1.07） – .04 .68 .13
　飽きを感じる 2.31 （0.97） – .08 .66 .02
　不愉快さを感じる 2.07 （0.98） – .16 .63 .10
　流されて笑っておこうと思う 3.09 （1.10） .17 .57 – .07
F3：当惑反応（α	=	.77）
　驚きを感じる 1.94 （0.92） .07 .01 .74
　不安を感じる 1.75 （0.94） – .10 .07 .72
　動揺してしまう 1.87 （0.88） – .05 .00 .71
　冷静さを取り戻す 2.16 （1.00） .12 – .07 .58




項目内容 M （SD） F1 F2
F1：業務内コミュニケーション（α	=	.69）
　今日あった出来事を同僚に伝える 3.76 （1.08） .79 – .07
　職場での人間関係について同僚と話す 3.60 （1.06） .62 .06
　些細なことでも仕事に関することは同僚に伝える 3.32 （1.05） .53 .02
　仕事中，同僚と仕事に関係のない雑談をする 3.68 （1.01） .43 .07
F2：業務外コミュニケーション（α	=	.68）
　業務後に同僚と飲食をともにする 3.10 （1.26） – .03 .84
　仕事以外の日でもレクレーションや趣味を同僚とともにする 2.41 （1.26） .01 .55
　	会議以外でも不定期に複数の同僚と集まって仕事について話
し合うことがある
2.80 （1.18） .09 .53
因子間相関 F1 .42
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